
審議会等の会議結果報告 

 

１．会 議 名 令和５年度第１回松阪市自殺対策計画策定委員会 

２．開 催 日 時 令和５年１０月２４日（火）午後２時００分～午後３時３０分 

３．開 催 場 所 松阪市 地下会議室 

４．出席者氏名 

【委員】  

佐原克学委員、酒井由美委員、奥田久美委員、 

齋木喜明委員、樋上和志委員 

【事務局】 

環境生活部長（谷川） 

環境生活部 人権・多様性社会担当参事（越川）  

人権・多様性社会課 人権担当監（大川）     

人権・多様性社会課（下村） 

５．公開及び非公開 公 開 

６．傍 聴 者 数 ０人 

７．担 当 

松阪市環境生活部 人権・多様性社会課 

TEL 0598-53-4017 

FAX 0598-26-4035 

e-mail  jinkyo.div@city.matsusaka.mie.jp  

 

議事  

１．委員の委嘱について 

２．委員長の選任について 

２．松阪市自死対策推進計画（仮称）について 

  

議事録 

 別紙のとおり 



令和５年度第１回松阪市自殺対策計画策定委員会会議録（要約） 

 

【日 時】 令和５年１０月２４日（火） 午後２時００分～午後３時３０分 

【場 所】 松阪市役所 地下会議室 

【出席委員】 （５名） 佐原克学委員、酒井由美委員、奥田久美委員、 

齋木喜明委員、樋上和志委員 

【事務局】   環境生活部長（谷川） 

環境生活部 人権・多様性社会担当参事（越川） 

人権・多様性社会課 人権担当監（大川） 

人権・多様性社会課（下村） 

 

○事務局より開会の辞 

 

○傍聴者報告 なし 

 

○議事 

１．委員の委嘱について 

委員に委嘱状を交付。各委員よりあいさつ。 

 

２．委員長の選任について 

委員互選により委員長に佐原克学委員を選任。選任後、委員長あいさつ。 

  



３．松阪市自死対策推進計画（仮称）について 

松阪市自殺対策推進計画は平成３１年３月に策定したが、５年が経過することもあり、

計画改定を行うものであることを説明。松阪市の自殺死亡者の状況を説明、松阪市自殺

（自死）対策推進計画案について提示。 

松阪市人権施策審議会において、「自殺」という表記より「自死」と表記していく旨の

意見があることについて報告。「自殺」「自死」について各方面における考え方について

説明を行う。 

（審議内容） 

・各世代別の自死者数・自死死亡率による傾向の確認。 

・各委員の関わる自死者対象群にみられる実態についての感想。 

・対象群の分け方についての課題。６０歳以上を１つの集団としているが、６０歳と

８０歳では大きく異なることについて意見。 

・「外国人住民の方への支援」についての情報提供に関する内容等、具体的な記載となら

ないことについての課題に関する意見。 

・女性の更年期問題、産後うつなど、女性の健康・家庭問題に関する相談窓口に関する

事業掲載が必要と思われるとの議論。また男性の更年期問題についての意見。 

・メンタルパートナーについての意見。 

・自死遺族支援の状況確認。三重県と協力しての支援となっていることの説明。 

・計画案について施策として網羅しているものとなっており、計画の内容には理解でき

る旨の意見。 

・各委員の意見として、松阪市の計画においては法令等を除き「自殺」ではなく「自死」

を用いていくべきとの意見でまとまる。 

・策定委員会としては、今回の審議にて意見の集約ができたものと考え、事務局におい

て今回の審議に基づき一部修正のうえ公表手続きを進める。委員への連絡は個別に対

応することとする。今回の計画改定に関する策定委員会は本日の開催で終了の予定と

する。 


